
　

現
在
、
千
葉
大
学
の
名
誉

教
授
で
あ
る
岡
本
さ
ん
は
、

１
９
７
９
年
に
秋
田
大
学
を

卒
業
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
を
リ

サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
勤

務
し
た
後
、
２
０
０
２
年
に

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院
に
て
耳
鼻
咽
頭
科
・
頭
頚

部
腫
瘍
学
の
教
授
と
な
っ
た
。

２
０
１
２
年
に
大
学
を
定
年

に
て
退
官
す
る
と
、
そ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
て
千
葉

ろ
う
さ
い
病
院
の
病
院
長
と

し
て
尽
力
し
た
。

 

「
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
現

役
時
代
を
過
ご
し
て
定
年
、
老

後
を
過
ご
す
と
い
う
流
れ
が

一
般
的
で
し
た
。
た
だ
、
Ｉ

Ｔ
情
報
社
会
へ
の
変
化
も
あ

り
、
今
後
は
あ
る
程
度
、
学
び

使
用
し
な
が
ら
生
き
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

定
年
は
益
々
伸
び
て
い
る
が
、

現
役
世
代
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
は
不
明
瞭
。
社
会
制
度

や
住
居
、
医
療
に
対
し
て
の

不
安
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
い
長
寿
社
会
に
す
る
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
、
み
ん
な

の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、

岡
本
さ
ん
は
話
す
。

　

７
年
前
、
台
風
１９
号
に
よ

り
千
葉
県
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
が
、
そ
れ
で
も
市
原
市
は

災
害
が
少
な
い
地
域
で
、
現

在
の
住
民
は
２６
万
５
千
人
程
。

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、

市
原
市
は
５
年
ご
と
に
１
万

人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く

と
推
定
し
て
い
る
。
比
例
し

て
、
病
院
を
利
用
す
る
患
者

の
年
齢
も
上
が
っ
て
い
る
。

「
数
年
前
は
、
７５
歳
以
上
の
患

者
の
割
合
は
半
分
以
下
で
し

た
が
、
今
は
半
分
を
超
え
て

い
ま
す
。
救
急
の
推
移
を
見

て
も
、
６５
歳
以
上
が
３０
％
を

超
え
て
右
肩
上
が
り
で
す
。

ろ
う
さ
い
病
院
に
は
市
原
市

だ
け
で
な
く
、
長
生
郡
や
茂

原
か
ら
来
る
患
者
さ
ん
も
と

て
も
多
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、

こ
れ
は
千
葉
市
に
比
べ
る
と

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、
岡
本
さ
ん
。

　

心
配
は
、
災
害
だ
け
で
は

な
い
。
数
年
前
に
世
界
を
襲
っ

た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
時
に
は
、
全
国
の

病
院
が
混
乱
の
渦
に
巻
き
込

ま
れ
た
。
岡
本
さ
ん
は
、「
ろ

う
さ
い
病
院
は
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
号
の
患
者
を
受
け
入
れ
、

ワ
ク
チ
ン
も
先
頭
を
切
っ
て

摂
取
し
た
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア

に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は

２
０
２
３
年
に
５
類
に
分
類

さ
れ
、
警
戒
度
が
下
が
っ
た

も
の
の
、
す
べ
て
が
解
決
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
当
時
、

救
命
現
場
に
携
わ
る
人
が
か

な
り
不
足
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
市
と
の
連
携
が
う
ま

く
と
れ
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、

災
害
時
に
核
と
な
る
病
院
が

な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
が
露

呈
し
た
の
だ
。「
病
院
へ
の
敷

居
が
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
考
え
た
岡
本
さ
ん
は
解
決

策
と
し
て
、
無
料
の
循
環
バ

ス
を
出
す
こ
と
。
市
民
に
講

演
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
し
、
医
療
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
。
議
員
ほ

か
と
の
懇
親
会
を
増
や
し
市

と
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
こ
と
、
な
ど
を
実
行
し
た
。

当
該
病
院
の
救
急
外
来
の
医

師
も
２１
名
ま
で
増
や
し
、
今

で
は
月
５
０
０
件
の
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
（
う

ち
半
数
が
入
院
）。
さ
ら
に
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
も
平

日
に
限
っ
て
稼
働
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
救
急
を
受
け
た
医

師
が
車
に
同
乗
し
、
救
命
率

を
上
げ
よ
う
と
い
う
試
み
で
、

月
２０
件
ほ
ど
の
出
動
が
あ
る

と
か
。
ろ
う
さ
い
病
院
は
現

在
、
千
葉
県
の
救
命
救
急
指

定
セ
ン
タ
ー
の
申
請
中
で
、

年
内
に
は
指
定
を
受
け
る
予

定
だ
。

　

地
域
医
療
へ
益
々
貢
献
を

試
み
る
病
院
に
対
し
て
、
患

者
と
な
る
地
域
住
民
が
で
き

る
こ
と
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。「
こ
れ
ま
で
病
院
に
行

く
と
、
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
、

退
院
と
一
つ
の
と
こ
ろ
で
完

結
す
る
流
れ
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
た
だ
社
会
の
高
齢
化

を
受
け
て
、
政
府
が
対
策
を

し
た
こ
と
で
病
院
は
機
能
分

化
を
始
め
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
と
い
い
、
治
療
期
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
回
復
期
、

長
期
な
ら
慢
性
期
な
ど
、
場

所
を
移
動
し
な
が
ら
地
域
全

体
で
医
療
を
支
え
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
、
説
明
し
た
岡

本
さ
ん
は
、「
患
者
の
皆
様
に

も
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が

た
い
」
と
訴
え
た
。

　

日
本
が
超
高
齢
化
社
会
に

な
る
に
つ
れ
て
、
社
会
医
療
保

障
費
は
膨
ら
ん
で
い
き
、
現

役
世
代
だ
け
で
な
く
高
齢
者

自
身
で
も
収
入
に
応
じ
て
保

険
料
の
負
担
が
増
額
し
て
い

る
。
海
外
と
比
較
し
て
、
政

府
が
日
本
の
保
険
制
度
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
岡
本
さ
ん
は
、「
待
っ

て
い
て
も
ダ
メ
。
ま
ず
は
自

分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
各
病
院
の
診

療
所
の
役
割
を
考
え
て
利
用

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
普
段

　
　
　

  

（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

変
化
す
る
地
域
の

医
療
体
制

一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
事

地域医療を賢く活用し、
　 元気に過ごすためには
　　　　　　千葉ろうさい病院 岡本美孝 前病院長講演会
　５月１７日㈰、市原市市民会館で開催されたのは、『千葉ろうさい病院 岡本
美孝 前病院長講演会』。当講演会は、市原市在住者を中心とした早稲田大学出
身者の OB 会である『市原稲門会』が主催。会長の井上嘉子さんは、「今は、人
生１００年時代と言われています。講演では健康寿命の伸ばし方、日常の生
活の中でのヒント、地域医療について学べます。健康づくりの一助にして、地
域の知識を深めてくれたら嬉しいです」と話した。１時間半の講演に集まった
７４名の参加者は、７年間にわたって院長を務め、中核医療拠点の指揮を執っ
た岡本さんの話に、熱心に耳を傾けた。

岡本さん













72026年6月13日㈯市原版

◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸ、メール、郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお

　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●シツデン音楽教室　ピアノ、フルート、バイオリン、
声楽（シニアボイトレ含）　   0120-00-4210

●未経験者大歓迎！整備・営業スタッフ募集　シニア
世代の方も活躍中・経験問わず　時給1,150円～応相

談　時間：９～ 17時・応相談　資格：普通自動車免許、
自動車整備士免許　勤務地：市原インター店（村上）、
本店（江古田）　休日：火曜・その他　社保完備、交通
費支給　ダイワオート　☎0436-20-3900　
●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　詳細はお気軽に電話でお問合せください
うるいど八幡屋　☎０４３６-７４-０００７
●アルバイト募集　高校生・専門学校生・大学生　未
経験O K　フロア・配膳・洗い場　週３～４日　㈰㈷休
昇給制　研修期間あり　ユニフォームあり　時給：
1,140円～ 1,500円　16:00～ 22:00・17:00～ 22:00
まかない夕食付　面接にて、気軽にご相談ください
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●ピアノのレンタル　シツデン  0120-00-4210

●シロアリ防除　シロアリは駆除から『予防』の時代
です　まずはお電話で　ダスキン姉崎　☎23-0341

●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004
●ふ る里学舎作品販売展　毎㈭～㈯・10～ 18時半（土
曜は18時まで）M E G Aドン・キホーテU N Y市原店
平日㈪～㈮・10～ 16時・ふる里ストア（今富・ふる
里学舎しぜん工房支援センター内）☎0436-36-7611
●馬とふれあう乗馬体験会　６／ 13・20㈯　時間は
申込時に選択　ノーマンステーブル（ 市原市能満 2037-
1）　初心者歓迎　馬とのふれあいから 乗馬体験ま
で、気軽に体験　スタッフが丁寧にサポート　参加費：
5,400円　☎090-2743-8615

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /
またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●保護猫の譲渡会　６／14㈰ラジコンショップはっぴー
奥（市原市古市場614-10）　６／ 28㈰小仲台新向会自
治会館（千葉市稲毛区小仲台 2-13-5）　11～15時　「NPO 
法人ねこけん千葉支部 O f f i c i a l   B l o g」で検索
●保護猫の譲渡会　６／ 21㈰　12～ 15時　大覚寺（千
葉市生実町1738）　みはまねこ　☎080-9050-2211

●中国語・ニイハオサークル　第１・３㈯　９～ 12時
三和コミュニティセンター　一緒に中国語を学びませ
んか　見学歓迎　月会費：2,500円　
金子　☎0436-36-6839

●ギャラリーひまわり・常設展示　㈫㈬㈭・10～ 15
時　希望によりその他の日もOK　市原市山木52-13（能
満四辻通り沿い・小野木医院前）　木彫り、和のもの多数、
食器類など　入場無料　永野　☎0436-75-8333
●社交D A Nパーティ　６／ 20㈯13時半～　市原ダン
ススクール　参加費：1,000円　主催：さくらサークル
☎090-4746-1220　
●小さなマルシェ土曜市 　６／ 20㈯　10～ 14時　農
家食堂くりくり山房（茂原市萱場）　地元８人の手作り
品販売　野菜、菓子、ジャム、惣菜、手芸品など　12時～里
山カフェも（軽食）　☎090-7425-1433　
●古着をつかったワークショップ 　６／ 20・27㈯　13
時半～ 15時半　市原湖畔美術館　参加無料　持ち寄っ
た古着を裂いて編み、小さな布のピースをつくる　そ
れらを１つの大きな作品として繋ぎ合わせ展示（11
／ 25～ 12／ 20）　古着があれば持参　４歳～・未就学
児は保護者同伴　申込はH Pで　☎0436-98-1525
●太極拳・無料体験会　６／ 20・27・７／４・11・18
㈯　10〜 12時　国分寺公民館　太極拳の体験講習会　
参加できる日に１回でも毎回でもO K　参加無料、事前
予約なし　軽い運動が出来る服装で、上履きと飲み物持
参　当日、直接会場で受付　なお、国分寺公民館の駐車
場は少ないので、市原市役所の駐車場をご利用くださ
い　主催：市原市太極拳協会　
山本　☎090-6310-8836　
●涼を感じる駿河の彩・房州の風　６／ 21㈰ まで　
11～ 17時　大谷家具ギャラリー（長南町長南）　江戸時
代から静岡に伝わる細い竹の丸ひごで組立てる繊細で
涼しげな虫かごや花器、静岡茶染の手ぬぐいやストール、
房州うちわの作品展　入場無料　作家在廊：６／ 13・
14　☎0475-47-3530　
●レコード交流会　６／ 21㈰13時半～　アネッサ　
参加費：300円（お茶代）　ラテン音楽で梅雨晴れ気分？
ビルマーフィー、ラモンマルケス、東京キューバンボー
イズなど　13時～交流タイムあり　
☎090-7716-4611　

●市原蘭と花木の会・交換会　６／ 22㈪　９〜 13時
ウエルコミいちはら（ウエルシア市原国分寺台店）　蘭、
山野草、園芸植物、盆栽、他、　参加費：500円　
中村　☎0436-26-5456
●総美展　６／ 22㈪～ 28㈰　10～ 18時、最終日16時
まで　五井会館４階大ホール　入場無料　日本画、洋画、
工芸、公募　藤代　☎090-4834-6618
● 気軽にスマホ体験！「スマホ体験講座」　６／ 23㈫
ウエルコミいちはら（ウエルシア市原国分寺台店）　
購入をためらっている方、スマホの電話以外の機能は使っ
たことが無い方向け　1人１台準備されたスマホで、イ
ンストラクターが丁寧に説明しながら実際に操作を行
う　 10時～スマホの基本とL I N Eの使い方　13時半～
スマホの基本と防災　 参加無料　各回先着10名　電話・
FAX・窓口で要申込　６／16〆切　ウエルコミ（9～18時・
㈭休）　☎0436-20-1090　f a x . 0436-20-1091　
●ふるさとをつなぐ会　６／ 24㈬　９時半～ 11時
半　市原市市民会館・２階会議室　市原市戸田地区の
多くの歴史と輩出した傑人を南総地区の地方史の第一
人者が紹介　講師：鶴舞藩を知る会々長・塚原茂　参
加費：200円・学生は無料　事前申込不要　
☎090-3544-3728　
●深緑・翡翠色を染める　６／ 24㈬　10〜 12時　茂
原市民センター　参加費：300円、シティライフ持参で
無料　絹地小スカーフを染める　エプロン持参　要申込
帆足工房　☎0475-24-0800　
● i - B r a s s  演奏会　６／ 27㈯ 　13時半開演　市原市
市民会館　ママさん吹奏楽団 i -B ras sの演奏会　童謡、
ディズニー、オールディーズと幅広く演奏　お子様連れ
でどうぞ　入場無料　☎090-8779-0005　
●房総古代道研究会セミナー　６／ 27㈯　13時半〜
15時半　 サンプラザ市原　 参加費：800円 　テーマ「姉
崎棗塚（なつめつか）遺跡から分かった中世町場の様相」
姉崎神明小近くの遺跡から多量の中世の遺物や人骨が
出土　街道の分岐点であるこの地・人骨から当時の世
相を推察する　講師：櫻井敦史（市原市文化財課）
☎0436-23-1098
●パイプオルガンでさんびか　６／ 27㈯　13時半～
15時　五井ナザレン教会　パイプオルガンの音色で
さんびかを歌う　聞くだけでもO K　入場無料、どな
たでも　☎0436-21-0566
● ハンドメイドマルシェ i nいちはら　６／ 27㈯28
㈰　10～ 16時　 夢ホール（市原市更級）　入場無料　
２日間合わせて約80名の作家による手作り品の販売
やワークショップ　作品が当たる抽選会も！
ル・プチ・マルシェ　☎0436-23-4077
●上総国分寺骨董市・フリーマーケット　６／ 28㈰　
９～ 14時　雨天中止　上総国分寺境内（国分寺台）　
毎月第４㈰開催予定　事務局　☎090-3047-8216
●宗吾霊堂紫陽花まつり　６／ 28㈰まで　宗吾霊堂あ
じさい園（成田市）　入場無料　広大な敷地に7,000株
が咲く　期間中の各㈰に茶会（後半２回は休）、二胡や箏・
尺八の演奏会、農産物販売もあり　☎0476-24-3232　

●東京音楽大学シンフォニック ウィンド アンサンブル 
特別演奏会 　７／１㈬　18時開演　千葉県文化会館　
指揮：川瀬賢太郎、テューバ：杉山康人、演奏：東京音楽
大学シンフォニックウインドアンサンブル　曲目：マ
スネ・ 組曲第４番「絵のような風景」、モーラ・テュー
バ協奏曲「アマイア」、ムソルグスキー・展覧会の絵ほ
か　入場料：1,000円　☎043-222-0201　
●子どもに関わる大人のための講演会「あそびは子ど
もの主食です！」　７／５㈰　13時半〜 16時　袖ケ浦
市役所南庁舎・そでふれば　参加費：800円、学生無料
あそびのプロ集団「N P O法人あそび環境 M u s e u m
アフタフ・バーバン」元理事長、北島尚志氏の講演会　子
どものあそび心を大切にした関わりを一緒に考えて
みませんか　講演会後に交流タイムあり　先着50名　
専用フォームで要申込　7／２〆切　☎0438-63-2850
●水引ワークショップ 　７／５㈰　14〜 16時　青葉の
森公園芸術文化ホール練習室　祝儀袋などに用いられ
る和紙の飾り紐・水引　好きな色で根付けを一つ作る
参加費：2,000円（材料費込）　先着30名　氏名 ・ふりがな・
年齢・住所・電話番号・メールアドレス、同伴者全員の氏
名と年齢を明記し、電話・F A X・メール で要申込　６／
25〆切　☎043-266-3511　f a x . 043-266-1660 
メール：a o b a @ c b s . o r . j p 
●災害ボランティア養成講座・基本編　７／ 11㈯　13
〜 17時　市原市消防局２階・講堂（国分寺台中央1-1-
1）　災害時のボランティア活動や災害ボランティアセ
ンターについて、基本的な知識と技術を学ぶ　参加無
料　災害ボランティア活動に関心のある方　先着50名
要申込　電話かＦＡＸにて、氏名、住所、連絡先を明記
７／３〆切　市原市ボランティアセンター
☎0436-20-3100　f a x . 0436-22-3031　
●プロジェクトアドベンチャー指導者体験会　７／ 11
㈯　13～ 17時　千葉市少年自然の家（長柄町）　人間関
係づくりのための体験学習の手法　特徴と基本概念を
体験　参加費：千葉市民1,500円、千葉市民以外1,780円
満18歳以上　先着20名　電話後、申込フォームで要申込
７／８〆切　☎0475-35-1131
●ピアノ＆アンサンブル ソワレ演奏会　７／ 11㈯　
13～ 19時　 J：C O M浦安音楽ホール　千葉大学ピアノ

サークルと管弦楽団のO B・O G有志による演奏会　今
回は「F R A N C E」をテーマに、ピアノソロ・連弾・アン
サンブル等をお届け　入場無料　予約不要・入退場自由
☎090-4251-7003
●婚活 i n いちはら　７／ 12㈰　13〜 17時　五井グラ
ンドホテル　婚活セミナー、自己紹介、フリートーク他　
参加費： 1,000円（フリードリンク付き）　男女各20名
条件や申込方法など、詳細はウェブで　６／ 14〆切
☎0436-23-9706
●小髙悦子・小林てる子絵画展・野辺の花  々　７／ 20
㈷まで　９〜 16時半　田園の美術館（いすみ市弥正）
入場無料　㈪休館（㈷のぞく）　いすみに暮らし、いす
みを描く　四季折々の野の花の新作を中心に、約40点　
本企画展終了後、改修工事のためしばらく休館予定　
☎0470-86-3708
●下川𠮷博展　７／ 30㈭まで　９〜 16時半　御宿町月
の沙漠記念館　入場無料　㈬休館（祝日は翌日）　睦沢
町在住の画家　魂を見つめて描く　☎0470-68-6389
●ガラス工芸展　10／ 17㈯まで　10〜 17時　ＳＧＴ
美術館（勝浦市守谷1512）　㈫㈬㈭休館　一般・大学
生900円、中高生600円、小学生400円　エミールガレ
やドーム兄弟、アルジィ・ルソー、薩摩切子の菓子器、藤
田恭平（文化勲章受章者）、岩田藤七（文化功労者）、イタ
リアベネツィアのアンティークガラス、アメリカの高
級カットガラスなど　☎0470-64-6336
●市原警察署・移動交番開設予定場所　６／ 16㈫13
時～姉崎公民館　18㈭13時～飯沼公民館　19㈮13時
～戸田コミュニティセンター　22㈪10時半～ジョイフ
ル本田市原店　23㈫13時～五井公民館　25㈭13時～
辰巳公民館　26㈮13時～菊間コミュニティセンター
※変更になる場合もあり　市原警察署地域課　
☎0436-41-0110

●差し上げます　 おままごとキッチンガスコンロ：白
木・横75×奥30×高40㎝・２歳～幼稚園対象・美品　
キティちゃん おもちゃケース：赤・プラスチック・コロ
コロ付・横50×奥40×高35㎝・美品　取りに来てくだ
さる方に　市原・山内　☎090-4249-2144

申し込み方法

申し込み方法
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国
道
２
９
７
号
と
小
湊
鉄

道
が
並
行
し
て
走
る
市
原
市

佐
是
地
区
。
国
道
と
線
路
の

西
側
、
丘
陵
の
台
地
上
に
あ

る
の
が
、
曹
洞
宗
延
命
山
・

光
福
禅
寺
だ
。
住
職
の
狩

野
興
道
さ
ん
は
「
当
寺
は
約

３
２
０
年
前
の
江
戸
時
代
初

期
、
１
６
７
５
年
の
開
基
で

す
が
、
こ
の
丘
陵
地
は
前
方

後
円
墳
が
あ
る
な
ど
、
有
力

者
の
住
ん
で
い
た
エ
リ
ア
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
源
頼
朝
の

時
代
、
彼
を
支
援
し
た
も
の

の
誅
さ
れ
た
上
総
広
常
の
一

族
が
佐
是
一
帯
を
開
発
し
た

と
も
い
わ
れ
、
戦
国
時
代
は

上
総
武
田
氏
の
山
城
が
築
か

れ
ま
し
た
。
寺
は
城
の
主
郭

の
場
所
に
建
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

上
総
武
田
氏
は
、
武
田
信

玄
と
同
族
。
信
玄
の
６
代
前
、

甲
斐
守
護
だ
っ
た
武
田
信
満

の
息
子
・
武
田
信
長
が
関
東

戦
乱
で
武
功
を
た
て
、
上
総

に
入
り
、
現
長
南
町
の
庁
南

城
、
木
更
津
の
真
里
谷
城
を

築
い
て
拠
点
と
し
た
。
そ
の

支
配
域
の
重
要
地
と
し
て
市

原
市
内
に
築
か
れ
た
の
が
、

椎
津
城
、
佐
瀬
城
、
池
和
田

城
で
あ
る
。「
こ
の
丘
陵
地
に

は
鎌
倉
時
代
に
禅
師
円
阿
が

築
い
た
館
が
あ
り
、
そ
れ
を

も
と
に
武
田
信
長
の
孫
・
武

田
国
信
が
城
に
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
信
は
佐
瀬

三
郎
を
名
乗
り
、
佐
瀬
城
と

言
わ
れ
た
そ
う
で
す
」

　

武
田
氏
は
上
総
を
治
め
た

が
、
時
は
戦
国
時
代
へ
。
里

見
や
北
条
の
対
立
に
巻
き
込

ま
れ
、
最
終
的
に
は
北
条
が

豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
た
こ
と
で
、

上
総
武
田
氏
も
豊
臣
勢
に
攻

め
ら
れ
滅
ん
だ
。「
佐
是
城
は
、

養
老
川
を
眼
下
に
見
下
ろ
す

天
然
の
要
害
。
大
規
模
な
堀

に
囲
ま
れ
、
土
塁
な
ど
現
在

も
多
く
の
遺
構
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
文
化
的
遺

産
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
佐
是
城
の
御
城
印
２
種

類
を
５
年
以
上
前
に
作
成
し

ま
し
た
。
城
址
見
学
に
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来

ら
れ
ま
す
」。
さ
ら
に
御
城

印
は
池
和
田
城
も
追
加
。

ど
れ
も
住
職
が
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
光
福
禅
寺
の

も
う
一
つ
の
人
気
は
、
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
そ
の
中

で
楽
し
む
カ
フ
ェ
『
お
い

し
い
お
寺 

瑞
江
』
だ
。
こ

ち
ら
の
担
当
は
住
職
の
奥

様
、
ま
さ
江
さ
ん
。「
カ

フ
ェ
は
今
年
で
１６
年
目
。

県
外
か
ら
来
ら
れ
る
檀
家
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
ゆ
っ
く
り

で
き
る
場
所
を
と
考
え
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
」。
レ
シ
ピ

開
発
は
、
料
理
学
校
卒
の
ま

さ
江
さ
ん
と
、
前
職
が
フ
レ

ン
チ
の
料
理
人
と
い
う
住
職

の
ご
夫
妻
で
行
っ
た
と
い
う
。

生
地
か
ら
作
る
サ
ク
サ
ク
ピ

ザ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
の
チ

キ
ン
カ
レ
ー
な
ど
、
ま
さ
江

さ
ん
が
こ
だ
わ
る
手
作
り
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
だ
。

　

約
５
０
０
坪
の

ガ
ー
デ
ン
は
、
ご
夫

妻
が
と
も
に
ず
っ
と

手
入
れ
を
し
て
き
た
。

市
が
毎
年
初
夏
に
主

催
す
る
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
も
参
加
し

て
お
り
、
公
開
す
る

金
土
日
は
特
に
賑
わ

う
と
い
う
。「
自
分
の

好
き
な
色
合
い
の
バ

ラ
な
ど
を
集
め
て
植

え
た
り
、
ア
ジ
サ
イ

や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
も
珍

し
い
も
の
や
新
し
い

品
種
に
植
え
替
え
た

り
。
定
期
的
に
来
て

く
だ
さ
る
方
が
飽
き

な
い
よ
う
、
花
を
絶

や
さ
ず
季
節
ご
と
に

工
夫
し
て
変
え
て
い

ま
す
」
と
ま
さ
江
さ

ん
。

　

今
の
時
期
は
バ
ラ
が
シ
ー

ズ
ン
最
終
。
毎
月
第
２
日
曜

に
は
、
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
や

パ
ン
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
集

ま
る
『
ひ
み
つ
の
庭
の
は
な

て
ら
マ
ル
シ
ェ
』
も
開
催
（
６

月
は
１４
日
、
１０
～
１５
時
半
、
７
・

８
月
は
休
み
）。
園
芸
講
習

会
や
不
定
期
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
も
あ
る
。
中
世
の
城
址

と
緑
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ
ン
カ

フ
ェ
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
米
澤
）

・
御
城
印
販
売
：
光
福
禅
寺
内

市
原
市
佐
是
１
０
９
７　

不

在
日
あ
り　

１
枚
３
０
０
円

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て

☎
０
４
３
６
・
９２
・
１
３
３
５

・
お
い
し
い
お
寺 

瑞
江
：
６

～
７
月
・
㈮
の
み
１１
～
１６
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
１５
時
半
）、

８
・
９
月
休
み
、
１０
月
～
は
要

問
合
せ　

詳
細
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
て

☎
０
８
０
・
２
０
７
５
・
３
４
９
１

・
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
：
㈮
㈯

㈰
１１
～
１５
時
半

・
入
場
無
料　

駐
車
場
有
り

  

中
世
の
城
跡
と
花
い
っ
ぱ
い
の
寺
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 市
原
市
佐
是
　
光
福
禅
寺

御
城
印
３
種
と
、
境
内
に
あ
る
佐
瀬
城
址
絵
図
の
石
碑
（
右
下
）

国
道
４
０
９
号
か
ら
集
落
の
道
に

入
り
、
し
ば
ら
く
行
く
と
寺
の
裏

参
道
へ
。
左
手
奥
に
古
墳
が
あ
る

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
バ
ラ
園
（
右
）、

駐
車
場
横
に
あ
る
カ
フ
ェ
と
ガ
ー
デ

ン
の
入
口
（
左
）


